
〔
書

評浜
田

敦
著

『
朝
鮮
資
料
に
よ
る
日
本
語
研
究』

朝鮮資料による日本語研究

本
書
は
浜
田
敦
氏の
三
十
有
余
年に
わた
る
朝
鮮
資
料
研
究の
成
果で
あ

る 。
その
内
容
は
周
密
精
確
し
か
も
斬新独
創 、
朝
鮮
資
料を
用い
た
日
本
語

研
究
書と
して
鴫
矢の
高
著で
ある 。
た
だ 、
諸
論文を
集め
て一
蓄を
編
し

た
た
め 、
発
表
当
初の
もの
に
手を
加
えて
は
あるが 、
資料
紹
介な
ど
に
お

い
て 、
記
述に
重
複
する
と乙
ろ
が
出
て
きて
し
まっ
て
い
る 。
こ
れ
は 、
浜

田
氏に
よっ
て
順
次
紹
介さ
れ
複
製さ
れて
いっ
た
朝
鮮
資
料に
は 、
斯
学の

泰斗
小
倉
進
平
博
士も
な
お
披
見で
き
な
かっ
たよ
う
な
もの
も
含
ま
れて
お

り 、
浜
田
氏の
研
究が
深
ま
る
と
と
もに
新しい
資料が
加
え
ら
れて
いっ
た

乙
と
を
もの
が
た
る
もの
で
ある 。

朝
鮮
資料
ば
か
りで
な
く 、

一
般に
外
図
資
料を
用い
た
日
本
語
研
究の
論

文に4雪=
く
見
くらベ
な
が
‘らり 、
論
旨を理
解して
ゆ
かね
ば
な
ら
ない
こ
と
で
ある 。

特に
浜田
氏の
創意に
な
る
研
究
方法
は 、
朝
鮮
資料に
見え
る日
本
語
と
朝

鮮
語と
が 、
発立回や
意
味に
おい
てパ
ラレル
して
お
り 、
そ
れ
らの
中か
ら

両
関
誌の
同
異を
さ
ぐる
とい
う 、
き
わめて
手の
乙
ん
だ
や
り
方を
とっ
て

い
るの
で 、
朝
鮮
資料を
手に
し
ない
か
ぎ
りその
学説は
理
解
すべ
く
も
な

い
の
で
あ
る 。
灰
聞
する
に 、
本
書は
発
売以
来
多
くの

研
究
者K
購読
さ
れ

評〕〔書

福

道

島

邦

て
い
る
よ
うで
あ
る 。
し
か
るに 、
京
都
大
学国文
学
会刊の
朝
鮮
資料は 、

その
半
分に
も
満た
ない
売れ
行
きとの乙
とで 、
と
こ
に
も
近
時の
イン
ス

タン
ト

な
学
問風
景を
かい
ま
見る
思い
で
ある 。

本
書で
と
ら
れた
「
対照」
的
研
究と
は 、
先
師
新村山
博
士の
早
く

提
言

さ
れた
もの
によ
る
との
と
と
で
ある 。
その
所
説は 、
「
規
範的
対歴
史
的

日
本
文
典」(『国語学講習録』
七0ペ
ージ)

ま
た
は
「日
本
文
典の
両
種」

(『国語問題正義』一
七四ペ
ージ)

に
見
え
る
が 、
暗
示
的にほの
め
か
さ
れて

い
る
だ
けで 、
リゴ
リズ
ム
な
研
究方法
は 、
まっ
た
く

浜田
氏の
創意に
か

か
わ
る
と
言っ
て
も
差し
支え
ないの
で
ある 。

朝
鮮
資
料の
特
色
は 、
大
部
分ハ
ン
グ
ル
(諺文)
で
書か
れて
い
ると
と

で
ある 。
した
がっ
て 、
朝
鮮
資料に
よ
る日
本語
研
究に
おい
て 、
そのハ

ン
グル
をい
かに
表
記
する
かに
ま
ず
問題
が
ある 。
名著
『
朝
鮮
語
方
言の

研
究』
は 、
第二
次
世
界
大
戦の
末
期 、
本書と
同
じ
山
版
害
時砕か
ら
出
さ
れ

た
もの
で 、
「諺
文
は
朝
鮮
語を
表記
するに
最
も
便
宜な
文
字
で
あ
る
が 、

印刷
上の
困
難を
救ひ 、
読
者の
便宜
を
は
か
る
た
め 、
ロ
ーマ

字およ
び
そ

れに
蓋
く

記
号を
用ひ
ると
と
に
し
た 。」と
言わ
れな
が
ら
も 、
各論の
必
要

個
所に
はハ
ン
グル
が
その
ま
ま
印刷さ
れて
い
る 。
乙
の
た
び
は 、
「
本
書
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に
集めた
各
論
文に
引
用
す
る
諺
文
表
記語
は 、
印刷の
便
宜
と 、
読
者へ
の

配
慮と
か
ら 、
原
則
と
して 、
すべ
て 、
ロ
ーマ

字化して
表
記
す
るζ
と
に

し
た
己
と一言
わ
れて 、
ハ
ン
グル
は
用い
て
い
ない 。
本
邦
屈
指の
学
術
書

出
版
社が 、
戦
争
中はい
ざ
知
ら
ず 、
今日 、
ハ
ン
グル
で
印刷
し
得な
い
と

と
ろ
に 、
日
本
列
島と
朝
鮮
半
島との
距
離の
遠
さを
あ
ら
た
めて
思い
知
ら

さ
れたの
で
あ
る 。

そのハ
ン
グル
をロ
ーマ

字
化
す
る
に
あたっ
て 、
本
書で
は 、
諺zX
転写

ロ
l干

字の
方
式と
して 、
半ぺ
lジ

分(一一一ペ
ージ)

割か
れて
い
る
に
す

ぎ
な
い 。
乙
れは 、
本
書の
よ
うに
国
際
的に
広い
視
野に
立っ
た
研
究
舎で

はい
か
が
か
と閃い
わ
れる 。

回以
友 、
回
gBヨ5
ER曲
三
氏(日本名、
薬里勉左衛門)
は 、
岩
波
全
書

『朝鮮
火』
を
全
訳
出
版
さ
れた
が 、
その
中で 、
朝
鮮
語・
中
間
語・
日
本

語の
35田口ghH20ロ
につ
い
て 、

叶ro門司白ロmggz
r釦〈ぬ円コ
色
丹O
B
E回白Z
Eロ間口白∞ぬ
《rBnMMFF町田

君
}話口
宮、合
唱Dg-Z0・
ωgロ仏曲『向山
河Oヨ白ロ戸groロ
yg
r巾巾ロ
ロ田市晶

子吋DC凹rcE-件
z
gnの
50・河
gn
ECR
amZB
FH
FHgp
d司
包0・

の己保山師
同O円
のrsgp
白ロι
BO円rm
E
回目
立uC吋口
円。『
』ω
宮ロ市帥叩
(〉

呂田門ロ
ミ
0町
出ハDZP
5
2・
買えωnp
司-HO)。

と
言わ
れて
い
る 。
また 、
ア
メ
リカ
に
お
け
る
朝
鮮語
学の
権
威
ω曲目
5-

同
窓曲
三口
氏は 、剛
氏03
2
-Jo
ss-nm ご(
冨曲三吉』oom
編
元
g壬口問m

S
HL口問巳mznm =
再録)
に
おい
て 、
多
くの
朝
鮮
語
研
究
官官を
と
りあ
げ 、

、H，r巾
HOBωロ-820ロ
田
3ggm曲目u
宮山門広岡
旨円rg司
君DH
Z
R冊

目白ロ司
自ι
e
gHmm切
手O
Bom門
nog-mSロ円
曲『ぬ
手D2
5
号。

ヨ白ロロ曲】帥
口町
出O『口四
ωロι
FEro同

〉}}
口町
同yo
mu『凹gヨ由
民叩

850若
}高円
呂田ロ
gn
E-
S
F門
広白nrF口問
司巳門司08ω円F
4
50EE

ゲ0・
ru、
go
Gro目urロロ
自己n
gg正常巳rug-

と
言わ
れて
い
る 。
言
語
学
書に
とっ
て
転写とい
う乙
と
は
根
本
的な
問題

だ
と
思
うの
で
ある 。

かつ
て 、
東京
大
学言
語
学
研
究
家
会
編
「
東
洋語
研
究」(第二
号 、
昭和

二二年三月)
に
お
い
て 、
東
洋の
諸
言語の
文
字の
円SEER
色。ロ
につ

い
て
諸
種の
試
案が
出
さ
れたこ
と
が
ある 。
その
際 、
守曲目ω}呉市円白巴Oロ
と

可白口問ロユ自己-oロ
との
相
逃につ
い
て
も
論ぜ
ら
れた
が(向上誌 、
第二
号・
第

三号参照) 、
ζ
れは
私ど
も
外
国
資
料を
扱
う
もの
に
とっ
て
は
今な
お
耳
新

しいこ
と
で
ある 。
私が
最
近
読ん
でい
ろい
ろ
と
教え
ら
れる
とと
ろの
多

かっ
た
言語
学
書で
ある
が 、
カ
リフォ
ルニ
ア
大
学の
Jp
g
河
g
の
Zo

氏の
2F白ロ回口担問叩白門戸ιω

〕Edro一広
ωuB丹市SFH白白∞一 こ
に
おい
て 、
組
元
任

氏は
両
者の
ち
がい
につ
い
て 、
明
確に

〉
守ぬ
ま円コ』U足。3
3
円ro
d司『山内吉岡
牛cd司DU
E
-MOロotn
o司
吉

田UFOロ巾HSW
ロDZZDロ・
0同門ro
gロロ仕
え
名巾巾ny
〉
守白誌にた雪白・

及。
、二回
忌何
者2Cロ問。〈2・
2
8百四円。ロ
22FD口弘
毛ユ門丹市ロ『D『5・

cmロ白=可円yo}白円吉田--ur白
宮内・
。『曲
芸ユ30口
広三
宅Eny
noロm-mg

o『
口口一円凹
O{白
任問内円開口円
r-ロι・
(司-
A印)

と
言
わ
れて
い
る 。
と乙
ろで 、
浜田
氏
は 、
円『白
E
ERS-oロ
を 、

「っ
く
そ
き」
と
「っ
そ
き」
との 、
仮
名
表
記に
対応せ
し
めた 、
或

は 、
ひ
か
れた 、
つ
ま
り一
磁の
円E
E--Z520ロ
で
ある
と
も
考
え
ら

れ
る
で
あ
ろ
う 。
(六五ペ
ージ)

むし
ろ 、
仮
名「ん」
に 、
諺
文ロ
を
あて
る
と
云
う円g
gE雪印門戸Oロ

で
ある
と
見るべ
きで
あろ
う 。
(一
Oニt一
O三ペ
ージ)

と
い
うよ
うに
用い
ら
れて
い
る 。
乙
れは
諺
文で
写し
か
えた
とい
うよ
う

な乙
とで
ある 。
また 、
本
書の
末
尾の
「
索
引」
に
は
「
翻
字」
の
項が
あ
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り 、
可
自
在丹市認にOロ
と
ある 。
乙
れ
らの
用
法は
普
通の
と
すと
し
異
なっ

てい
る 。
要
す
る
に 、
本
書の
SS
E-NSFOロ
や
可
自己ユ雪印江口ロ
につ

い
ての
説
明
は 、一言語
学
書と
して
は 、
もひ
と
つ
も
の
足
りない
の
で
あ

る 。

朝鮮資料による日本語研究

さ
らに 、
私ど
もが
浜田
氏に
もっ
と
も
要
望
さ
れるの
は 、
特に
斯
学同

道の
若
き
学
徒の
た
めに一
入
感
ず
る
乙
とで
あ
る
が 、
浜
国
氏の
研
学の
道

程
||道

草で
もい
い
と
思
うが
ーーを
も'り
して
い
た
だ
きた
かっ
たの
で

ある 。
もとよ
り
本
書の
末尾
に
は
「
朝
鮮
資料
関
係
参
考文献」
が
付
載
さ

れて
はい
るが 、
私ど
もが
知
りたい
の
は 、
パ
イオニ
ア
と
しての
浜
田
氏

自
身の
歩ま
れた
道で
あ
り 、
そ
れが
新
しい
国語
研
究
法
と
もな
ろ
うか
と

思わ
れる
か
らで
あ
る 。
た
と
え
ば 、
本
書の
中に
は 、
出世
絃
培
氏の
『
斡語

文
法』
か
らの
引
用が
数
か
所
あ
る
が 、
同語
学
徒の
中
に
はと
の
よ
うな
大

著の
あ
ると
と
さ
え知
らない
人
が
多い
の
で
あ
る 。

本
音の
構成
は二
編に
分か
れて
い
る 。

第一
編

日
本
語
を記
録
した
朝
鮮
文
献

朝
鮮
資
料

外
国
資
料

弘
治五
年
朝
鮮
板
『
伊
路
放』
諺
文
対立田
孜

『
捷
解
新語』
の
原
刊
本と
改修
本

箇
代
川
本『
交
隣
須知』
の
言
語

第
二一編

敬
語の
接
頭
辞

敬語
指
示詞

六五四三二一

評〕〔呑

四
一副
詞
など

五
「が」
と
「は」
の一
面

六
主
格
助詞
井
(
E)
成
立の
過
程

七
接
続

八
副
助
詞
な
ど

第一一縦に
集め
ら
れた
もの
は 、
朝鮮
資料の
解
題 、
その
言語
資料と
し

ての
価
値 、
すな
わち日
本
語の
音
部・
文
法・
諮
設な
どの
研
究に
い
かに

寄
与
する
か
につ
い
て
実証
した
もの
で
ある 。
第二
編に
集め
ら
れた
もの

は 、
問
題
と
な
りそ
うな
文
法
的
要
素につ
い
て 、
対照
的
研
究
をした
もの

で
あ
る 。

構
成につ
い
て 、
第二一縦の
「一
敬語の
接
頭
辞」
の
み
は 、
研
究
方法

や
資料に
お
い
て
ほ
かの
論
文と
は
奥
自の
感が
する 。

と
の
論
文
は
は
じ
め
国語
学会第三
間
公
開
講
演
会(昭和二一
年九月二八

日〉
に
発
表
さ
れた
もの
で 、
その
要
旨は 、
「国
語
学会
会
報
二」
に
も
あ

オ

ミ

る 。
「
御」
「美」
とい
う
語がシ
ナ
語の
借用に
よっ
て
生じ
た
と
する
説で

あ
り 、
ほ
かの
論
文が
手が
た
く

資料を
追っ
て
帰
納して
ゆ
く
の
に
対
し

て 、
演
鐸
的に
論が
展
開
さ
れてい
る
とい
うよ
うな
ち
がい
が
ある 。

本
番所
収
論
文で 、
乙
の
第二
編の
「一」
につ
い
で
古い
の
が 、
第一
編

の
「

四」
で
あ
る 。
乙
の
「
伊
路
波」
の
研
究は 、
中
世話
研
究の
上で
画
期

的な
もの
で
あ
り 、
しか
もこ
の
論
文が
きっ
か
けで 、
乙
れよ
り数
年
後 、

「
捷
解
新
語」
をは
じ
め
と
して 、

全
朝
鮮
資
料の
磁
製刊
行とい
う
難
事
業

が
開
始
さ
れるの
で
ある 。
ちな
み
に 、
「四」
の
論
文に
つ
い
て
は 、
ソ
ウ

ル
大
学の
李基
文
氏に
「成
宗
板〈
伊
路
波V
につ
い
て」(「図書八号」
一
九

六五年三月)
な
る
論
文が
あ
る 。
李氏は 、
浜田
氏の
所説
を
引
用
し 、
そ

れに
同
調
し
た
り 、
正
当で
ある乙
と
を認め
てい
る
が 、
浜田・
河
野
両
氏
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意
見の
わ
か
れて
い
る
もの
に
は 、
む
し
ろ
浜
田
氏の
方に
左
担してい
る
よ

うで
あ
る 。

乙
の
よ
うに 、
本
書の
論
文は一
つ一
つ
が 、
そ
れぞ
れの
重み
を
もっ
て

い
るの
で
あ
り 、
特に 、
第二一編の
文
法的
要
素に
関
する
研
究は 、
浜
田
文

法の
本
領
を
発
揮した
もの
で 、
私は
抜
刷を
恵
送
さ
れる
た
びど
とに
深い

感
銘をお
ぼ
えた
もの
で
あ
る 。
今 、
そ
れ
らの
論
文につ
い
て 、
適
切に
紹

介し 、
剰え
批
判を
加え
る
とい
うこ
と
は
到
底私の
よ
く

する
とこ
ろで
は

ない 。
た
だ 、
浜
田
氏の
論
文
は 、
射
程が
広い
の
で
さ
らに
発
展
して
考
え

ら
れる乙
とが
ある
し 、

独
創的で
あるの
で
細
部の
考
証
や
既
往の
学説
と

の
問に
相
違が
ある 。
そ乙
で 、
劉
記
を
もっ
て
全
面
的な
書
評に
か
え
させ

て
い
た
だ
く
次
第で
ある 。

第一一編
「五」
は 、
音
鼠
研
究で
も
もっ
と
も
む
ず
かしい
「諺
文
並
唯一u」

を
扱っ
てい
る 。
朝
鮮語の
音
韻的
特
色の一
に 、
rr・
3・
3
の
ど
と
く
同

一立日を二
例
市一ね
て
発
音
さ
れる
よ
うな
現
象が
あ
り 、
同05・ω一三
すな
わ
ち

抑制泣日と
呼
ば
れてい
る 。
その
発
音Kつ
い
て
は 、
gHHvrgu
が
加わ
る
と

か 、
気
息が
強い
と
か 、
鋭い立回で
ある
と
か 、
い
ろい
ろに
言わ
れて
い
た

が 、
最
近は
喉
頭
閉
鎖あるい
は
敗
政
緊
演
をと
もな
うの
が
特
徴で
ある
と

さ
れてい
る 。
築
制肝
新
語な
ど
で
日
本
語の
発
音
を
示
すの
に
法
文
並
書の
方

法
を用い
ると
とが
ある 。
た
と
え
ば 、
「日
本」
を
E・
3ザロ
の
よ
うに
表

記
する乙
とで
ある 。
浜
田
氏は 、
当
時の
他の
外
岡
資料に
よ
る
「日
本」

の
発
音は 、
丁
寧
休で
は
ロ
干
すロ
ぞん
ざ
い
休
で
は
ヨも
すロ
で
あるこ

と
な
ど
か
ら 、
朝
鮮
資
料の
ロナ
3 n
g
も
〔口守
宮口〕
で
は
な
く 、
む
し
ろ

〔三本
音ロ〕
で
あっ
た
もの
を
表わ
して
い
て 、
ホ
の立日の
前に
比
較
的完
全

な
音の
休止
が
あっ
た
とい
う点
抜な
考え
方を一不
さ
れた 。
乙
の
考
え
は 、

他の
諺
文
並
書さ
れた日
本
語に
も
適
用で
きる 。
「
裁
判」
も 、
もとサ
イ

ハ
ン

(ハ
の
前に
音の
休止が
ある)
と
発
音さ
れ 、
そ
れが
サ
イパ
ン
に
な

るにつ
れ 、
語
義
も 、
管理・
支配・
周
旋
か
ら
現
在の
よ
うな
意
味に
変っ

た
と
さ
れ 、
た
と
えば 、
捷解
新
語に

と
ん
と
わ
御
さい
はん
(g
ι
3〆ロ・
裁判)
お
もっ
て
(八位)

と
あるの
が 、
改修
綾
解
新語で
は

乙
ん
と
わ
御し
うせ
ん
(凹可ロ
ピ
ミ包ロ・
周
旋)
お
もっ
て
(八お)

と
と
りかえ
ら
れてい
るの
で
ある 。
管見の
用
例を
加える
と 、
キ
リシ
タ

ン
資
料で
は 、
語
形は
新しい
が 、
語
義は
古い
用
法で
ある 。
すな
わ
ち 、

「サルバ
トル・
ム
ン
ヂ」
に

さい
ばん
する
主人の
物
を
自
他の
為に
か
すめ
取た
る
事あ
り
や
(一

四
ウ)

と
あるの
が 、
明
治の
「とがの
ぞ
き規
則」
で
は

主人の
物
を
差配
して
自
他の
た
め
に
綜め
取た
る
事あ
り
や
(『南
蛮

文
集』
二
三ペ
ージ)

と 、
「差配」
に
と
りかえ
ら
れてい
る 。

第一
一総
「六」
は 、
「二
言語の
相互
干
渉」
とい
う
副題
が
示
すよ
うに 、

EE伺Ems
k
すな
わ
ち二
言語
使
用の
問題で
ある 。
乙
の
問題
は 、
古
く

日
本
語とシ
ナ
語との
聞に
考え
ら
れ 、
近
く
は日
本
語と
英
語との
聞に
考

え
ら
れて
い
る 。
し
かし 、
乙
れ
らの
外
同
語は日
本
語と
言語
構造が
まっ

た
くち
がっ
てい
るの
で 、
十
分
な
成
栄を
収め
ねな
かっ
た 。
こ
れに
対し

て 、一言語
構造の
著し
く
似てい
る日
本
語と
朝
鮮語との
問に 、
双
方か
ら

干
渉し
合
うとい
う
考
察が 、
市
代川
本
交
隣
須知
を
資
料に
して
巨
細K
施

さ
れたの
で
ある 。
こ
の
研
究
は 、
繭
後 、
日
本
穏に
お
け
る
E5問E明日

をと
りあ
げる
際 、
必
ず
参照
すべ
き
論で
ある 。
朝
鮮語
か
らの日
本
語へ

の
干
渉とい
う乙
とは 、
私な
ど
も
多少
考えたと
とが
ある
が 、
逆に 、
朝
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鮮
語に
も 、
日
本
語
か
らの
干
渉に
よ
る
歪み
が
あ
る
とい
う
よ
う
な
と
と

は 、
浜田
氏な
らで
は
考え
得ぬ
乙
と
で
あ
る 。
た
だ 、
乙
の
相
互
干
渉とい

う乙
と
は 、
苗
代
川
本
に
つ
い
て
で
あっ
て 、
同じ
写本で
も 、
増
補
本で

は 、
一
致
する
もの
も
多い
が 、
異
なっ
て
い
る
もの
もあ
る 。
た
と
え
ば 、

同}F au
rω-
r国
司g
g
(ア
メ
ガ
フロ
フヨ
フニ
ナ
ツ
タ)
(本
書一
二

九ペ
ージ)

は 、
正
し
く
は 、
1
5
g
と
あ
るべ
き
もの
だが 、
日
本
語で
は ‘0・ω
を

弁
別し
得ない
の
でこ
うい
う
朝
鮮語が
あ
ら
わ
れた
とい
うの
で
あ
る
が 、

東
京大
学小
倉
文
庫本
で
は

MM-
6
-c-
Y国
吉田
広
(ア
メ
ガフロ
ウ)
(二
9)

と
正
し
く
なっ
て
い
る 。
乙
の
よ
うに 、
浜
田
氏の
実
験
をもと
に
して
派
生

的な
問題
が
引
き
出せ
るの
で
あ
る 。

第二
編
「四」
は 、
「
もっ
と
も」
「い
か
う」
な
どの
副
詞
を
対
訳の
朝
鮮

語
と
く
らべ
な
が
らその
語
性
や
由
来
をさ
ぐっ
た
もの
で 、
朝
鮮
資料の
独

自
性がい
かん
な
く

発
仰さ
れて
い
る 。

論
中 、
「い
か
う」
の
語
性につ
い
て 、
「日
葡
辞
書」
に
Hg-
と
-記
さ
れ

て
い
る
だ
けで 、
一
般
形
容
詞の
よ
うに 、
その
連
用形・
名
詞
形は
か
か
げ

ら
れて
い
ない
の
は 、
「い
か
う」
に
あた
る
語が
当
時
存
在しな
かっ
た
か 、

あ
る
い
は 、
キ
リシ
タン
に
よっ
て
記
載さ
れるべ
き
語
と
認
め
ら
れたの
で

は
な
く 、

「い
か
う」
が
し
ば
し
ば
強
調
形と
して
「いつ
か
う」
の
形で
用

い
ら
れて
い
た
た
め 、
辞
書κ
あ
るHnn印
すな
わち
「一
向」
と
混
同
さ
れ

た
(
本
書
二
二

四ペ
ージ)

と
して 、
「い
か
う」
「一
向」
一
元
説
をと
な

え
てい
ら
れ
る
が 、
乙
れに
は
私は
賛同し
得
ない 。

天
草
版
平
家
物
語に

篠
原での
合
戦に
は
双
方戸口町
死ん
だ
な
う
?

朝鮮資料による日本語研究評〕〔舎

あ
う
な
かな
か 、
仮

平
と
もに
片山
討た
れた
と
問え
ま'りした
(一
六
九)

さて
きて
芯曲目
平家上
戸でど
ざ
る
(二
六
二

と
あ
り 、
家
求
抄に

説
対
||イカ

イコ
ト
ヲ
云タソ
(二
日
ウ)

誠ニ
イ
カ
ウ
酔
タ
ゲナ
ト

云テヲ
カレ
タソ
(二
臼
ウ)

一
向ニ
若
テ 、
カ
タチモ
小テ
(七げ
ウ)

と
あ
る 。
私の
「い
か
う」
「一
向」
の
語史
研
究に
よ
れ
ば 、
ζ
の
時代に

は二
元
説が
妥
当の
よ
うで
あ
る 。
文献
初
出と
して
は
「一
向」
が
古
く 、

浜
田
氏の
名
詞
起源
説
も
肯わ
れる
が 、
朝
鮮語と
どこ
まで
対応
する
か 、

今
後な
お
慎
重に
検
討して
み
たい 。

第二
編
「六」
は 、
「
朝
鮮
学報」
の
巻
頭
を
飾っ
た
長
大
な
論
文で 、
し

か
もハ
ン
グル
を転
写しない
で
印
刷
さ
れて
お
り 、
私の
愛
着お
か
ざる
も

の
の一
つ
で
あ
る 。

朝
鮮
資
料が日
本
語研
究
ば
か
りで
な
く 、
朝
鮮
語
研
究に
も
寄
与し
得る

乙
と
をのべ
た
もの
で
あ
る 。
日
本
語の
助詞
「が」
「は」
が 、
ほ
ぼ
そ
れ

ぞ
れ
朝
鮮
語の
助
詞
E(ぷ)・
ロロロ(ピロ)
に
対
応
するζ
と
は
早
く
か
ら
朝

鮮
語
学
者に
知
ら
れて
い
た 。
た
と
えば 、
赤
峯
瀬一
郎
氏は
『日
斡英三
国

対
話』(明治二五年刊)
に

朝
鮮
語ニ
テハ
ハ
「ピ
Y
EP
EP
ロピロ」
其他ト
ガ
「
f

mr
rr
r白」
其他トノ
区
別日
本語ニ
テヨ
リモ一

一周
正シ
キ
ガ
如シ
朝

鮮人ハ
(ハ)
ヲ
用フル
時ニハ
必ラズ
「
君
(ハ)
行
ケ
私
(ハ)
行カ

ヌ」
ト

其文
句ニ
テ
云ヘ
ドモ
日
本人ハ
此
対照
法ヲ
略シ
テ
(ハ)
ヲ
殆

ン
ド

単
独ニ
シ
テ
(ガ)
ト

同ジ
怠ノ
(テ)
(
三
(ヲ)
(ハ)
ナル
カ

ト
疑ハ
レ
ン
パ
カ
リニ

用フ
(七ペ
ージ

頭
注)

と
言
わ
れて
い
る 。
浜
田
氏は 、
第二一編
「五」
で 、
乙
の
「が」
「は」につ
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い
て 、
さ
ら
に
徹
底
的な
研
究を
行なっ
たの
で
あ
る 。
乙
の
「五」
は
浜田

文
法の
真
骨
頂
を
示した
もの
と
も
言
え
るの
で
あ
る
が 、
本
論
文
は 、
その

余
勢を
駆っ
て 、
朝
鮮語の
主
格
助
詞
E
の
成立
過
程に
まで
及ん
だ
もの

で
あ
る 。

現
代
朝
鮮
語
に
は 、
主
絡
助詞
に
f
E
の
二
つ
が
あ
る(
技
続
を
異に
す

る) 。
し
か
し 、
十
六
世
紀
頃
までの
中
期
朝鮮
語
に
お
い
て
は 、
まだ
E

は
見
出
さ
れ
ず 、
もっ
ぱ
ら
」
が
用い
ら
れた
と
言わ
れ
て
い
る 。
今
まで

の
研
究
は 、
文
語
的
色
彩の
強い
諺
解類で
あっ
た
た
め 、
新
しい
文
法的要

素の
実
態が
と
ら
え
ら
れな
かっ
た
と
して 、

十七 、
八
世
紀
に
成
立
した 、

口
語
的
色
彩の
強い
朝鮮
語
学
習
書
に
よっ
て 、
E
の
発
生 、
成
立
を
あ
と

づ
け
た
もの
で
あ
る 。
こ
れ
らの
資
料で
成
立
時
期の
古い
もの
か
ら
新
しい

ものへ
と
E
の
山
現
頻
度が
増
加して
行
く乙
と 、
接
続に
お
け
る
規
則
性

と
その
例
外の
解
釈な
ど 、
学
術
論
文の
醍
醐
味を
十
分
あじ
わ
わせ
て
も
ら

え
る 。
論
文の
骨
子に
は
影
響ない
が 、
若
干の
疑
問
を
さし
は
さ
ませ
てい

た
だ
きた
い 。
資
料の
成
立
年
代と
既
往の
学説と
につ
い
て
で
あ
る 。

ま
ず
資
料で 、
E
の
出
現
頻
度が 、
新
しい
隣
語
大方と
古い
交
隣
須知

と
で
は 、
後
者の
方が二
倍
を上
ま
わっ
てい
るこ
と
につ
い
て 、
成
立
時
期

よ
り文
体
的
性
格の
差で
あ
る
と
言わ
れて
い
る 。
朝鮮
板
隣
語大
方は
も
と

よ
り写
本
交
隣
須知よ
り
新
しい
の
で
あ
る
が 、
写
本
隣
語
大
方は
交
隣
須
知

よ
り
古い
とい
うの
が
私の
考
えで
あ
る(本誌第七六築制論参照) 。
隣語
大

方の
朝
鮮
板
と
写
本
類
と
くらべ
て
み
る
と 、
写
本の
方が
古い
言い
方を
し

て
い
る
とこ
ろが
多い 。
本
論の
中で
も 、
E
の
接する
休
言の
例
外が
朝

鮮
板
隣
諸大
方に二
例あ
る
が 、
その一
例に

〆

g
o
r
曲

(
何
某
は)

(ム
ハ
初
ウ)

と
ある
が 、
浜田
氏は 、
乙
れ
は 、
〆
go
に
主
格
助
詞
r同
の
つ
い
た
も

の
とい
うよ
り 、
〆
go
E
全
体で一
つ
の
体
言と
見るべ
き
もの
と
さ
れ 、

捷
解
新
-語の
は
じめ
に
「な
にが
し」
に
〆
Bg
r釦
立
と
ある
よ
う 、
古

い
形
は
〆
go(ヨ日)
E
E
で 、
隣
語大
方の
〆
BO
E
は 、
む
し
ろ

その
締
約
形で
あ
る
か
もし
れない
(
本
書二
八三
t二

八
四ペ

ージ)
と
言

わ
れて
い
る 。
写
本類を
検
する
と 、
苗
代川
本
(一ニ叩
ウ)
や
浜田
本
(五

日)
は
「
何
某ハ」
に
対し 、
東
京教
育大
学
本(五山)
は
「
何
某ノ」
に

対し 、
そ
れぞ
れ
〆
50
r白
Z
と
あ
り 、
古い
形に
なっ
てい
るの
で
あ

る 。
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乙
の
写本
類が
古い
とい
う乙
と
はほ
かの
場
合
もそ
うで
あ
る 。
第二
編

「三
指
示詞」
で 、
「あ
あ」(ア
l)

とい
う
新しい
語
形の
発
生につ
い

て 、
朝
鮮
板
隣語大
方よ
り

二
4
ウ
本
虚
弱な
人
が
不
養生
を
被
ま
した
に
よ
りあふ
ある
そ
ふ
に

よ
り

の
ほ
か二
例が
引か
れてい
る
(
本
書一
八
七ペ
ージ) 。

と
こ
ろ
が 、
写
本

類
を
検
する
と 、
い
ず
れ
も
「サ
ヤ
ウニ」
と
か
「アノ
ヤ
ウニ」
と
なっ
て

い
る 。
主主船
的
に
も言語
的に
も
原
隣語大
方の
成
立を
湖'りせ
よ
うとい
う

の
が
私
説
なの
で
ある 。

つ
ぎに
既
往の
学説との
関
係で
ある 。
浜田
氏は 、
f
E
につ
い
て

二
は
む
し
ろ
先に
述べ
た
様に一 一位のつ
な
ぎ
母
音
で
あ
り 、
E
も 、

その
発生当
初
におい
て
は 、
む
し
ろ一
種の
「強
調」
を
表わ
す
関
投
的

な
助制で
は
な
かっ
た
か
と
忠
わ
れる 。
(二
八二ペ
ージ)

と
言わ
れてい
る 。
し
かる
に 、
。・』-
F曲目師同市公
氏は 、
f
r曲
は
以
前の

諸
文
典で
は
ロOBM
EZ〈刊
と
してい
る
が 、

r
E同
門
m
hL
J
・t
Mm
曲

、
良
司
君
主
お
な
ぜ品川
、
お
ミ礼町内
内
J
r
叱
O円
u-
2.
白
ロ
仏

-
h
b
-m
俗
門
口

三宮川町H
言
句

、
b
ミ帆円目
。

〈〈
}】】
n
r

r
g

g
m
曲
口同

〆
ロ
円

(
〉



日内2
8ロ
の円即日目白F
司・
ω叶)

と
して 、

浜田
氏
と
は
むし
ろ
逆の
説
明を
してい
る 。

院側〉
聞ハO『gロ
OBB目白♂
HDωU 3
は
久し
く

絶
版で
あっ
た
が 、
アメ
リ

カ
で
最
近円相句2
5
も
さ
れて
読
ま
れてい
るの
で
あ
る
か
ら 、
ふ
れてほ
し

かっ
たの
で
あ
る 。

さ
ら
に 、
E
の
起
源
につ
い
て 、
河
野六
郎
博
士は 、
「
東
洋
学報」(第三

五巻第三・
四号
昭和二八年三月)
に
おい
て 、
ド曲目帥丹市含
氏が 、
多
くの
ツ

ン
グ
lス

語
やア
イ
ヌ
語の
E-
-

E了
白口内町
と
比
較
した
の
を
空
想
的な

考え
と
して
し
りぞ
け 、

朝鮮資料による日本語研究

とい
ふ
の
は 、
1

哩
の
発
生は
比
較
的
新
し
く 、

且つ
朝
鮮
語の
中で

よ
り合理
的に
説
明し
得る
か
ら
で
あ
る 。
即
ち 、
|

唱
は
疑
問
法
務
尾

-
E布陣)
の
発
展
と
考へ
ら
れ
る 。
恐
ら
く

最
初疑
問
代
名
詞
ロロ
「誰」

に乙
の
疑
問
法
語
尾の
附い
た
El間
三
「誰
か」
とい
ふ
用
例が
媒
介
と

なっ
た
もの
で
あ
ら
う 。
但
しと
の
発
展の
研
究は
今
後
に
残
さ
れ
る 。

と
言
わ
れてい
る 。
ちな
み
に 、
河
野
博
士の
乙
の
考えの
片
鱗は
すで
に
本

誌
第五
絡に
見
える 。
私に
は
両
説の
是
非を
判
ずる乙
と
は
で
き
ない
が 、

ζ
の
学説に
もふ
れてほ
しかっ
たの
で
あ
る 。

以
上 、
四
論
文
につ
い
て
拙ない
読
後
感をつ
づっ
た
が 、
浅
務な理
解
力

と
未
熟な
語
学
力
との
た
めに
本
書
全
体の
価
値
を
減じ
は
しな
かっ
た
か
と

お
そ
れてい
る 。

私は
先
年た
また
ま
『
朝
鮮
語
の
先
生』
な
る
書
を二
冊
持っ
てい
たの

で 、
一
冊
浜
田
氏に
献
呈
しよ
うと
申
し
出
た
とこ
ろ 、
「
父が
旅
行につ
か

っ
た
の
が
あ
る 。」
との
と
と
だっ
た 。
背
陵
博
士
は
邦人
未
踏の
満
斡
の
地

に
は
じ
めて
考
古
学を
樹
立
さ
れた
が 、
本
書
も
ま
さに
出
ずべ
く
して
出た

と
い
え
るの
で
あ
り 、
泉
下の
御
父君
も
さ
だめ
し

喜ん
でい
ら
れ
ると
と
で

評〕〔害

あ
ろ
う 。
八A
5
判 、
本
文三二
四ペ
ージ 、

岩
波
書庖

二
五
日
発
行 、
定
価一
四
O
O
円V

〔
追
記〕

京
都
大
学の
朝
鮮
資
料に
は 、
新た
に
浜田
氏の
政
有に
帰した 、
木
村理

右
衛
門
著
「
朝
鮮
物語」
が
加
え
ら
れた 。
本
書は
江
戸の
板
本
で
は
あ
る

が 、
伝
存
きわ
めて
稀
で 、
古
く

恭仁
山
荘の
内
藤
湖
南
博士が
蔵
さ
れた乙

とが
あ
るに
すぎ
ない 。

昭
和四五
年三
月

||実
践
女
子大
学助
教
授
ll
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